春の 日の さした 往来 を ぶらぶら 一 人 歩いて ゐる。 向 

うから 来る の は 屋根屋の 親 かた。 屋根屋の 親 かた もこ 

の 節 は 紺の背広に 中折帽 を かぶり、 ゴム か 何 かの 長靴 

を はいて ゐる。 それにしても 大きい 長靴 だな あ。 膝 I 

I どころではない。 腿 も 半分が たは 隠れて ゐる。 ああ 

云 ふ 長靴 を はいた 時には、 長靴 を はいたと 云 ふよりも、 

何 かの 拍子に 長靴の 中へ 落つ こ つた やうな 気がする だ 

らうな あ。 

顔馴染の 道具屋 を靦 いて 見る。 正面の 紅 木の 棚の 上 

に 虫 明けら しい 徳利が 一 本。 あの 徳利の 口な ど は 妙に 

猥褻に 出来 上って ゐる。 さう さう、 いっか 見た 古備前 



「生 ミタテ 玉子 アリマ スご 

ァァ、 サゥ デス 力？ ヮ タシハ 玉子 ハ入 リマ セン 

-I 春の 日の さした 往来 を ぶらぶら 一 人 歩いて ゐる。 
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